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年

頭

の
あ

′
ヽ

ら

、
Ｊ
　
Ｌ

ザ
つ

ヽ
L

マ

令
和
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
、

本
市
の
緑
化
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
延
期
を
は
じ
め
、
労
働
形
態
や
生
活

様
式
の
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
全
体
が
か
つ
て
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
早
期
の

終
息
を
願
い
つ
つ
様
々
な
課
題
対
応
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

林
業
関
係
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
設
住
宅

着
工
戸
数
の
落
ち
込
み
や
本
材
需
要
の
不
振

な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
み
ど
リ

の
募
金
活
動
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、

例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小
し
て
の
活
動
と
な

っ
た
自
治
体
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
拝
察

を
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
市
は
市
の
総
面
積
の
約
８４
％
に

あ
た
る
１
０
４
，
６
９
３
ｍ

（広
島
県
の
約

１７
％
）
を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち

人
工
林
面
積
が
４
３
，
７
８
ｌ
ｍ
と
県
下
随

一
の
森
林
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や
森
林

管
理
者
の
不
在
、
本
材
価
格
の
低
迷
に
よ
っ

て
、
長
年
放
置
さ
れ
た
森
林
が
多
く
存
在
し

て
お
り
、
水
源
涵
養
や
災
害
防
止
な
ど
の
観

点
か
ら
も
適
切
な
森
林
の
管
理
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
で
は
、
平
成
１９
年

度
か
ら

「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
た
人
工
林
の
間
伐
、
里
山
林
の
整

備
を
継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
、
庄
原
市
の
持
つ
豊
か
な
森
林

庄
原
市
長

木
山
　
耕
三

の
恩
恵
を
、

２２
世
紀
を
生
き
る
次
世
代
へ
つ

な
げ
る
た
め
の
指
針
と
す
べ
く
、
「
２２
世
紀

の
庄
原
の
森
林

（も
り
）
ビ
ジ
∃
ン
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

本
ビ
ジ

∃
ン
で
は
、
「
儲
か
る
循
環
型
林

業
」
の
実
現
を
理
念
と
し
て
掲
げ
、
①
環
境

に
貢
献
す
る
持
続
可
能
な
林
業
の
実
現

②

経
営
が
成
り
立
つ
自
立
し
た
林
業
の
実
現

Ｃ
み
ら
い
を
担
う
人
を
育
む
林
業
の
実
現

の
３
項
目
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
ビ
ジ
∃
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
実
施
計
画
と
な
る

「２２
世
紀

の
庄
原
の
森
林

（
も
り
）
づ
く
リ
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
お
り
、
〈
フ
後
、
本
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
て
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た

「森
林
環
境

譲
与
税
」
の
有
効
活
用
を
含
め
て
、
関
係
団

体
と
連
携
し
て
施
策
の
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
緑
化
推
進
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

よ
り

一
層
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

結
び
に
、
令
和
３
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
２
年
度

『緑
の
募
金
』

令
和
２
年
度
に
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み

ど
り
推
進
機
構
へ
、
高
額
の
ご
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
企
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
広
島
い
、

エ
コ
セ
ー
プ
シ
ス
テ
ム
』

富
士
ゼ
ロ
ツ
ク
ス
閉
広
島
及
び
関
連
会
社

並
び
に
富
士
ゼ
ロ
ツ
ク
ス
広
島
の
社
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
「
エ
コ
セ
ー
ブ
シ
ス
テ
ム
会
」

は
、
環
境
保
全
活
動

。
社
会
貢
献
活
動
へ
の

取
組
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
保
護

団
体
等
へ
の
寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、

１７
年
目

と
な
る
今
年
も
本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

『広
島
県
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
連
盟
』

平
成
元
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で

「緑
と
水

の
森
林
フ
ァ
ン
ド
」
を
積
み
立
て
る
た
め
、

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
後
も

一
人

・
一
プ
レ
ー
で
ゴ
ル
フ
ア

ー
募
金
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
年

継
続
し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

１７
年
目
と
な
る
今
年
も
本
機
構
に
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『閉
フ
ジ
』
松
山
市

『閉
イ
ズ
ミ
』
広
島
市

『マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
閉
』
広
島
市

閉
フ
ジ
、
欄
イ
ズ
ミ
及
び
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
西
日
本
欄
は
、
広
島
県
が
平
成
２１
年
か
ら

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
に
積
極
的
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
中
に
販
売
し
た
有
料
レ
ジ
袋
収

益
金
の

一
部
を
、
環
境
緑
化
の
推
進
な
ど
に

役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
〈
フ
年
も
本
機
構

に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『ジ

ュ
ン
セ
イ
帥
』

ジ

ュ
ン
セ
イ
帥
は
、
呉
市
郷
原
町
で
印
刷

業
を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
柄
多
量
の
紙

を
消
費
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
で
、
〈
フ
年
も
、

紙
の
材
料
で
あ
る
樹
木
と
森
林
を
育
成
す
る

た
め
の
事
業
を
実
施

。
支
援
し
て
い
る
本
機

構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他

『欄
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
デ
ン
』

『ロ
ー
タ
ス
広
島
鞠
』

『い
フ
ジ
マ
ー
ト
』

『Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
広
島
支
店
グ
ル
ー
プ
』

『帥
片
平
新
日
本
技
研
』

『Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
欄
』

か
ら
も
、
本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
続
き
、
今
年
も

『帥
広
島
東
洋
カ
ー
プ
』

『欄
サ
ン
フ
レ
ツ
チ
エ
広
島
』

か
ら
、
ロ
ゴ
や
ベ
ツ
ト
マ
ー
ク
の
無
償
使

用
に
つ
い
て
協
力
し
て
頂
き
、
コ
ラ
ボ
し
た

募
金
資
材
を

製
作
す
る
こ

と
が

で
き
ま

し
た
。

皆

様
、

あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
皆

様
方
に

「緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、昨
年
と
同
様
に

「緑
の
募
金
」

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(右)富士ゼロックス広島 加藤喜之社長

(左)機構 上仲孝昌副理事長

公
益
社
団
法
人

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

‐ ■■■■

(右)マ ックスバリュ西日本 柳川勝律執行役員

(左)機構 高木孝夫運営協議会会長

「サンフレッチェ」。「カープ」
コラボピンバッジ
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『
恥
ψ
”
』
ｍ
り
・命
Ψ
ａ
困
蘊
肉
』
開
催
結
果
報
告

開
催
年
月
日
／
令
和
２
年
１１
月
８
日

（
日
）

開
催
場
所
／
ひ
ろ
し
ま
遊
学

の
森

・
広
島
県
緑
化
セ

ン
タ
ー

主
催
／

「
県
民
緑
化

の
集

い
」
実
行
委
員
会

令和2年度１
．
概
要

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
４
月
２９
日
に
予
定
し
て
い
た

「
み

ど
り
の
集
い
」
は
延
期
と
な
り
、
秋
に
開
催
と

な

っ
た
。
参
加
者
に
、
も
み
じ
の
紅
葉
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
会
場
を
管
理
事
務
所
横

の
駐
車
場
及
び
苗
畑
と
し
、
感
染
症
拡
大
防
止

策
を
行
い
な
が
ら
の
開
催
と
な

っ
た
。
来
園
者

数
は
、
推
計
約
３
，
０
０
０
人

（対
前
年
度
比

１
２
０
％
）
で
あ

っ
た
。

管
理
事
務
所
前
に
入
場
ゲ
ー
ト
を
設
け
、
入

園
者
す
べ
て
に
検
温
を
実
施
し
、
連
絡
先
の
記

入
と
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
看

護
師
が
常
駐
し
、
体
調
が
気
に
な
る
方
へ
の
問

診
も
行

っ
た
。

本
部
な
ど
の
受
付
場
所
に
は
、
透
明
ビ

ニ
ー

ル
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、
消
毒
液
を
配
置
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
ス
タ

ッ
フ
、
出
展
者
に
つ
い

て
も
氏
名
と
検
温
の
記
入
表
の
提
出
を
義
務
付

け
た
。
当
初
は
、
入
場
ゲ
ー
ト
の
混
雑
も
危
惧

さ
れ
た
が
、
臨
時
ス
タ
ツ
フ
等
を
増
員
し
た
た

め
、
大
き
な
混
乱
は
な
か

っ
た
。

開

会

式

は
、

１０
時
か
ら

「
県

民

緑

化

の

集

い
」
の
実
行
委

員
会
の
正
本
会

長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
主
催
者

紹
介
の
後
、
「
可

部
南
グ
リ
ー
ン

入場ゲー ト

開会式 みどりの宣言
(可部南グリーンズみどりの少年団)

ズ
緑
の
少
年
団
」
が

「緑
の
誓
い
」
を
発
表
し
、

開
会
式
を
終
了
し
た
。
を
お
、
例
年
は
、
開
会

式
の
前
に
太
鼓
演
奏
な
ど
を
行

っ
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
を

っ
た
。

あ

っ
た
。
植
樹
体
験
で
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
小
屋

近
く
に
ク
ヌ
ギ
や
エ
ノ
キ
の
樹
各
２
本
を
１２
人

で
植
え
付
け
た
。

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
「
ひ
ろ
し
ま
の
森
作
り

事
業
の
取
組
」
、
「森
林
の
働
き
」
の
パ
ネ
ル
を

掲
示
し
た
。
ま
た
、
広
島
市
里
山
整
備
士
会
の

パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。

体

験
、　
参

加

型

ブ

ー

ス

は

主

に

苗

畑

内

に
配
置
し
、

今

回

８

種

類

の

出

店

が

あ

っ
た
。

毎

回

人

気

の

高

い

「
親
子
本

工
教

室
」
や

「粘
土

で

遊

ぼ

う

」
、

「
寄
せ
植
え
教

室

」

を

は

じ

め
、
〈
フ
回
初
め

て

と

な

る
ブ

ー

ス
と

し

て

「
ま
き
割
り
体

験
、

植

樹

体

験
」
や

「森
の
安
全
作
業
を
学
ぼ
う
」
、
「た
ね

団
子
を
作
ろ
う
」
の
ブ
ー
ス
も
人
気
を
博
し
て

い
た
。
と
く
に
、
「空
か
ら
オ
オ
モ
ミ
ジ
を
見

よ
う
」
で
は
、
受
付
開
始
直
後
に
長
蛇
の
列
が

で
き
、
数
分
で
受
付
終
了
と
な
る
人
気
ぶ
り
で

ス
カ

」
計

、フ

劉
・

哩
動

豹
杜

験
琳

体
輛

丸大切り体験

体験参加型 フ

(空 からオオモミジ

― ス

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

３
．
開
会
式

４
．
体
験
、
参
加
型
ブ
ー
ス

５
．
各
種
パ
ネ
ル
展
示
ブ
ー
ス

を見よう)展示 フース
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申込 (期 限)実  施  曰 料  金

フ
．
募
金
お
よ
び
寄
贈
、
提
供
等

田口
　
〈
〓

8

６
．
販
売
ブ
ー
ス

唸
ｅ
Ａ
モ
寸
０
い
―

３
３
ｄ
Ｃ
Ｏ

今
回
は
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
離
れ
た
場
所

を
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
す
る
た
め
、
飲
食
販
売
ブ

ー
ス
を
例
年
よ
り
多
く
配
置
し
た
。
苗
畑
に
隣

接
す
る
駐
車
場
に
は
、
飲
食
移
動
販
売
車
を
４

台
配
置
し
、
管
理
事
務
所
駐
車
場
に
は
焼
き
そ

ば
販
売
と
飲
料
の
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

食
事
ス
ペ
ー
ス
に
は
イ
ス
を
置
き
、
移
動
販

売
車
近
く
に
も
ベ
ン
チ
を
設
け
た
。
カ
レ
ー
や

う
ど
ん
な
ど
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

好
き
な
場
所
で
楽
し
く
食
事
を
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
他
の
販
売
ブ
ー
ス
に
は
、
地
元
の
野
菜

や
加
工
品
に
こ
だ
わ
っ
た

「朝
採
り
野
菜
と
地

元
加
工
品
」
、
毎
国
人
気
の

「
草
花
販
売
」
が

あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

な
お
、
〈
フ
年
も
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

「
モ
ー
リ
ー
」
と
の
撮
影
会
を
開
催

し
た
。
多
く
の
親
子
連
れ
が
、
幼
児
を
横
に
立

た
せ
、
さ
か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た
。

①

「
緑
の
募
金
」
箱
を
本
部
の
横
に
設
置
し
、

多
く
の
来
園
者
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
募
金
し
た
希
望
者
に
は
、
広
島
県
樹

苗
農
業
協
同
組
合
か
ら
提
供
頂
い
た
も
み
じ

の
苗
本
３０
本
を
配
布
し
た
。

②
カ
ー
ト
缶

（飲
料
水
）
６
０
０
本
を
、
「森
を

育
む
紙
製
飲
料
容
器
普
及
協
議
会
」
か
ら
寄

贈
頂
き
、
入
場
ゲ
ー
ト
で
配
布
し
た
。

「
ひ
ろ
し
ま
遊
学
の
森
管
理
グ
ル
ー
プ
」
を

代
表
し
て
い
第

一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
岡
野
課
長

の
お
礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
予
定
の
１５
時
に
閉
会

し
た
。

閉
会
後
、
会
場
内
を
華
や
か
に
飾

っ
て
い

た
花
苗
を
無
料
配
布
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
花

を
片
手
に
み
な
さ
ん
喜
ん
で
会
場
を
後
に
さ

れ
た
。

販売ブース
(移動販売車)

ノ ′ ノ ′

｀ ヽ ｀ヽ ヽ Q ｀ ヽ

内    容

′ノ ″ ″

ヽ ヽ ｀ ヽ ｀

行  事  名

ヽ ヽヽヽ

広島県緑化センター

春の七草と冬の野草の観察会

なめこ植菌教室

ジャンボ椎茸植菌教室

針葉樹の見分け方

果樹の手入れ 春

コケの観察会

3月 の自然探勝

早春のパー ドウォッチング

広島県立中央森林公園

正月飾り講座

初日の出 参拝

『暖炉を日んで読み語り」

梅としだれ桜の春まつり (三景園)

TEL 082‐ 899‐2811

1月 6日 (水 )

1月 20日 (水)

2月 24日 (水 )・ 27日 (土)

3月 3日 (水 )

3月 5日 (6≧ )

広島市東区福田町

無 料

材料費 700円

材料費 800円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

三原市本郷町

2,500円

無 料

無 料

270円 (大人:入園料)

未 定

要予約先着 30名
《12/1よ り》

要予約先着30組
《12/1よ り》

要予約先着 30組
《1/5より》

自由参力0

自由参加

自由参力0

自由参加

自由参加

必 要
開催日の1週間前

自由参加

自由参加

自由参加

必 要

https://ryokka-c.jpl
春の七草の歴史や植物の特徴、見分け等
について学習し、屋外で冬の野草観察
※試食なし

なめこ栽培についての請義後、植菌を体験

椎茸の栽培についての請義後、植菌を体験
※2/24又 は 2/27のどちらかの参加

室内で実物の枝葉を見ながら学習
※ルーペ持参

3月 10日 (水 )

3月 19日 (金 )

3月 20日 (土・祝)

TEL 0848‐ 86‐9101 http://www.chuo‐ shinrin‐ koen.or.jp/

12月 26日 (土 )

2021年 1月 1日 (金・祝)

1月 17日 (日 )

13:30～ 14:30

3月 1日 (月 )～ 4月 4日 (日 )

暖炉で焼く手作リピザ&ピザ作り体験 1月 ～2月 (冬季限定)

春の手入れについての講義

コケ類の基本を学び屋外で観察
※ルーペ持参

園内を歩きながら早春の植物を観察

散策路を歩きながら、野鳥観察
※双眼鏡持参。

手作りの飾りで新年を迎えましよう !

瀬戸内海や中四国まで見渡せる絶景ポイ
ントで元旦を迎えましょう !

暖炉を日んでの読み語りでゆつたりとし
た時間を …

里の池周辺の里山が春の訪れを告げます

森の食堂内の暖炉で焼く手作リピザで
す。(例年好評です ‖)

5

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
報
告

【取
組
を
始
め
た
経
緯
】

人
生
健
康
に
働
い
て
き
た
天
職
。
年
を
重

ね
て
第

一
線
を
リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
に
な

り
、
年
輪
を
重
ね
た
仲
間
た
ち
に
声
を
か
け

意
見
を
出
し
合
い
、
話
し
合

っ
た
結
果
、
小

さ
な
こ
と
で
も
よ
い
社
会
奉
仕
活
動
を
し
た

ら
ど
う
か
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
１４
年
４
月
、
会
の
名
前
を

「
年
輪
ク
ラ

ブ
」
と
命
名
し
、

１３
名
で
森
林
整
備
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
活
動
の
目
標
と
し
て
、
標
高

４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
府
中
市
羽
高
湖
森
林
公

園
、
羽
高
湖
サ
ン

・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
は
、

多
く
の
来
訪
者
が
あ
る
が
、
隣
接
す
る
山
林

年
輪
ク
ラ
ブ

事
務
局
　
ｉ
¨

・‐．Ш
　

一成

は
荒
廃
、
遊
歩
道
は
雑
木
、
雑
車
が
生
い
茂

り
散
策
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
た
め
、
そ

こ
を
活
動
の
場
と
し
、
景
観
の
美
し
い
里
山

に
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

【活
動
内
容
】

活
動
当
初
の
数
年
間
は
、遊
歩
道
の
整
備
、

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
計
画
的
に
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
遊
歩
道
周
辺
の
雑

木
、
雑
草
を
切
り
倒
し
山
の
整
理
を
行
い
、

サ
ク
ラ

・
モ
ミ
ジ

・
サ
ザ
ン
カ
等
の
植
栽
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
１０
年
前
に
植
栽

し
た
サ
ク
ラ
は
、
春
に
は
美
し
い
花
を
咲
か

せ
、
秋
に
は
モ
ミ
ジ
が
美
し
く
紅
葉
し
、
遊

歩
道
を
散
策
さ
れ
る
方
が
増
え
、
景
観
の
美

し
い
里
山
に
変
わ
っ
た
と
評
価
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

植
樹
地
に
つ
い
て
は
、
毎
年
１０
月
に

「年

輪
ク
ラ
ブ
」
全
員
で
草
刈
を
実
施
し
樹
木
の

手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１１
～
３
月
に
は
、

ま
だ
多
く
あ
る
雑
本
を
伐
採
し
、
サ
ク
ラ

・

モ
ミ
ジ

・
力
エ
デ
の
植
栽
を
増
や
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
伐
採
し
た
本
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
椎
茸
の
原
本
に
使
い
椎
茸
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
〈
フ
年
３
月
に
も
椎
茸
菌
３
，

０
０
０
駒
植
え
付
け
、
豊
作
時
に
は
福
祉
施

設
に
届
け
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

様
な
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
会
員
同
志

の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【今
後
の
展
開

・
活
動
に
向
け
て
】

①
手
入
れ
が
出
来
て
い
な
い
山
林
は
ま
だ
多

く
あ
る
の
で
、
計
画
的
に
雑
本
を
伐
採
し

サ
ク
ラ

。
モ
ミ
ジ
等
の
植
栽
を
増
や
し
、

更
な
る
景
観
の
美
し
い
里
山
を
目
指
す
。

ま
た
、
〈
フ
ま
で
の
植
樹
地
に
つ
い
て
は
、

荒
廃
し
な
い
よ
う
に
草
刈
、
手
入
れ
を
実

施
す
る
。

②
近
年
、
植
栽
し
た
モ
ミ
ジ
等
の
新
芽
や
椎

茸
が
有
害
鳥
獣
に
よ
る
食
害
が
発
生
し
て

い
る
た
め
、
防
護
柵
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

②
会
員
の
平
均
年
齢
７０
歳
に
な
り
、
活
動
を

継
続
す
る
に
は
、
若
い
人
が
山
に
つ
い
て

関
心
を
持

て
る
よ
う

な
取
組
に

つ
い
て
検

討
す
る
。

美
"ル

.」`|マ θθニ

=ヽ
ツた｀

卜ご卜ζiJ´
口・

遊歩道整備

雑木の伐採

植栽地の草刈 り

植樹

しいたけの植菌草刈 り
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令和2年度

学校環境緑化
モデル事業報告

西
に
絵
下
山
、
東
に
灰
ヶ
峰
と
い
う
緑
豊

か
な
山
に
囲
ま
れ
た
呉
市
昭
和
地
区
の
中
心

に
あ
る
呉
市
立
昭
和
中
央
小
学
校

（棚
田
寛

二
校
長
）
。

１９
学
級
、
児
童
数
５
０
９
名
の

学
校
で
す
。
本
年
度
、
本
校
は
５０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

本
校
の
中
庭
に
は
、
創
立
当
初
か
ら
の
学

校
池
が
あ
り
ま
す
。
長
い
こ
と
ヘ
ド
ロ
化
し

て
お
り
、
深
さ
も
あ
る
こ
と
か
ら
転
落
防
止

の
た
め
本
製
の
柵
で
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
柵
も
朽
ち
て
き
て
お
り
、
児

童
が
近
寄
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
児
童
は

池
周
辺
で
遊
ん
だ
り
、
生
物
を
観
察
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
寂
し
い
思
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
あ
る
池
に
対
し
、
も

っ
と
児
童
に
親
し
み
を
も
た
せ
た
い
、
気
軽

に
自
然
観
察
を
し
た
り
理
科
や
生
活
科
の
学

習
に
活
用
さ
せ
た
り
し
た
い
と
、
国
土
緑
化

推
進
機
構
の
助
成
を
受
け
、

５０
周
年
を
期
に

池
の
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
学
校
環
境
緑
化
モ
デ
ル
事
業

は
、
全
国
の
□
―
ソ
ン
店
頭
に
設
置
さ
れ
て

い
る

「緑
の
募
金
」
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
を

活
用
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
着
工
前
に
、
池
に
棲
ん
で
い
る
生

き
物
た
ち
を
子
供
た
ち
と
救
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
面
も
考
慮
し
、
池
の
水
深
を
以

前
よ
り
浅
く
し
ま
し
た
。
池
に
は
、
気
軽
に

渡
れ
る
飛
び
石
や
小
さ
な
滝
も
造
ら
れ
ま
し

た
。
池
の
完
成
後
、
６
年
生
児
童
に
よ
り
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ヒ
ベ
リ
カ
ム
カ
リ
シ
ナ

ム
、
セ
キ
キ
∃
ウ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
池
の
名
前
は
、
児
童
会
執

行
部
が
全
校
に
呼
び
掛
け
、
い
く
つ
か
の
候

補
の
中
か
ら
全
児
童
に
よ
る
投
票
で

「め
だ

か
の
学
校
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

池
は
、
以
前
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
、

素
敵
な
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

１０
月
２３
日
に
行
わ
れ
た
完
成
式
典
に
は
、

全
校
児
童
が
出
席
し
ま
し
た
。
〈
フ
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

６
年
生
の
み
池
の
周
辺
に
集
ま
り
、
他
学
年

は
校
舎
の
各
階
の
開
放
廊
下
か
ら
、
参
加
し

ま
し
た
。
来
賓
も
施
工
者
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

み
と
し
、
環
境
緑
化
事
業
の
説
明
や
祝
辞
は

司
会
者
に
よ
る
代
読
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
式
の
中
で
は
、
６
年
生
代
表
児

童
に
よ
る
仕
上
げ
の
記
念
植
樹
、
各
学
年
代

表
児
童
に
よ
る
メ
ダ
カ
の
放
流
な
ど
が
行

わ
れ
、
全
校
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
式

後
、
児
童
が
書
い
た
感
想
に
は
、
「と
て
も

き
れ
い
な
池
に
生
ま
れ
変
わ

っ
て
う
れ
し

い
。
」
「池
の
生
き
物
を
観
察
す
る
の
が
楽
し

み
だ
。
」
「自
然
に
近
い
ビ
オ
ト
ー
プ
に
な
り
、

昭
和
中
央
小
の
自
慢
の

一
つ
に
な

っ
た
。
」

な
ど
が
あ
り
、
喜
び
が
溢
れ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。

こ
の
学
校
池

「め
だ
か
の
学
校
」
を
通
じ

て
、
児
童
の
学
校
池
に
対
す
る
愛
着
、
活
動

へ
の
達
成
感
、
母
校
へ
の
愛
校
心
を
さ
ら
に

高
め
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
先
の
昭
和
中
央
小
学

校
の
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

生
ま
わ
菱
わ
っ
た
学
校
池
「め
だ
か
の
学
校
」

―

呉
市
立
昭
和
中
央
小
学
校
Ｉ
Ｑ
「

6年生による植樹

劇立50周年記念事業 「生き物あふれるビオトープ」

“めだかの学校"

『めだかの学校]は ,学校の縁を増やし,子どもたちが生

き幅観察をするために,公益社団法人 国土緑化推進機構
からの助成によりつくられています。

この助成金は,全国のローソンにある「線の募金箱」への
お害棟からのたくさんの募金て成り立つています。

hくtえている0●たち)          パダ〕でいヽ|
・ドウダンツツジ ・ヒベリカムカリシナム   ヽヾ● ● ア`・セ■シヨウ ・アゼスゲ ・ミン、ギ   ぐこ:~:致》・力・ ツ′`夕 ・キチジヨウツク ・スイレン  ‐

つ
―
ζコiン

令和 2年 10月 呉市立昭和中央小学校

助成金による記念事業を伝える看板

■■■

一

■ _

児童代表による式典中の記念植樹

各学年の代表によるメダカの放流

`IR  
ロ

6年生児童による記念撮影

池に親しむ子供たち
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令
和
２
年
度
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

郷
蕎
〕回
曰
臼
轡
個

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

は
、
令
和
２
年
１１
月
２６
日
に
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

【議
事
】

１
　
令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
決
定
に
つ
い
て

２
　
ひ
ろ
し
ま
み
ど
リ
フ
ァ
ン
ド
の
流
用
に

つ
い
て

３
　
財
務
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

代
表
理
事
等
の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

開
催
に
あ
た

っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
短
時
間
で
会

緑
の
募
金
を
原
資
と
し
た
公
募
事
業
を
、

今
年
も
、
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

森
林
整
備

・環
境
緑
化

・本
材
利
用
拡
大

・

豪
雨
災
害
復
興
支
援

・
普
及
啓
発
に
関
す
る

事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
地
域
の
団
体

・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
島
県
み

ど
り
推
進
機
構
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
募
集
要
領
の

一
部
を
改
正
し
て
い
ま

す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

田

募
集
対
象
事
業

①
森
林
整
備
事
業

②
環
境
緑
化
事
業

③
木
材
利
用
拡
大
事
業

④
豪
雨
災
害
復
興
支
援
事
業

⑤
普
及
啓
発
事
業

日

募
集
期
間

令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３１
日
ま
で

日

助
威
金
の
限
度
額

１
事
業
に
つ
き
最
大
２０
万
円

口

事
業
採
択

令
和
３
年
５
月
下
旬
の
予
定

日

間
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（
■
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
で
は
、
賛
助
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
皆
様
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■

賛
助
会
員
の
要
件

機
構
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
個
人
、
団
体
、

企
業

２

年
会
費

個
　
人

　

一
□
　
　
２
，
０
０
０
円

団
体
等

　

一
□
　
１
０
，
０
０
０
円

何
□
で
も
可

日

特
典

●
年
４
回
の
会
報

「
ひ
ろ
し
ま
の
緑
」
に

よ
る
み
ど
り
づ
く
り
の
情
報
提
供

●
み
ど
り
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内

会
費
は
、
募
金
と
同
様
に
所
得
税
の
寄
付

金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□

振
込
先

●
広
島
銀
行
　
県
庁
支
店

普
通
　
１
０
０
２
２
０
１

●
郵
便
振
替
□
座

０

１

３

４

０

１

２

１

２

８

８

１

７

※
□
座
名
義
は
い
ず
れ
も

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

日

入
会
、
間
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（ｈ
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）

議
を
終
わ
ら

せ

る
た

め
檜

山
俊
宏

理
事

長

の
挨
拶
を

省
略

し
議
事

に

入

り
、
審

議

の

結

果
、

全
提
出
議
案

に

つ
い
て
原

案
ど

お
り
承

認

・
決

定

さ

れ
ま
し
た
。

＼

〒730‐ 8511広島市中区基町10-52県庁森林保全課内 TEL082-513-4840
E― mail info@green_hiroshima.or.jp

ホームページ http://www.green_hiroshima.or.jp

支 部 事 務 局
市 広島市役所震林整備課 032-504‐ 2249 安芸高田市 安芸高田市役所農林水産課 0826‐ 47-4022島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

師

広

呉

竹

三

尾

福

府

三

庄

大

東

廿

市 呉市役所震林水産課

市 竹 原 市役 所 建 設課

市 三原市役所震林水産課

市 尾道市役所震林水産課

市 福山市役所農林水産課

市 府 中市役 所 農 林 課

市 二 次 市役 所農 政 課

市 庄原市役所林業振興課

市 大竹市役所産業振興課

市 東広島市役所震林水産課

市 廿日市市役所農林水産課

江田島市役所農林水産課

府 中町役 場 環境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太0町役場産業振興課

北広島町役場農林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

082-820● 0,`

町

町

町

町

中

田

野

府

海

熊

坂

江 田 島 市

安芸太田町

北広 島 町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

応
募
期
間

¨
２
月
１
日
～
３
月
３１
日
ま
で

公益社団法人広島県みどり推進機構

υ髭疑欝励む
募金は次の回座でお受けしています。

●広島銀行県庁支店

普通 1002210
●郵便振替口座

01340‐ 2‐ 28817
□座名義はいずれも

公益社団法人広島県みどり推進機構
ひろしまの緑 87号 (令和3年 1月 4曰 発行)発行 公益社団法人広島県みどり推進機構
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